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今年度要求のポイント

区分
新規・拡充

－
(単位　千円)

1 局・課名 環境局・環境都市推進室
マスタープラン
３つの挑戦

低炭素
マスタープラン

施策番号
5整理番号 10 - 002

印刷製本費

事業期間 　H26　～　H28　　

平成24年度決算額

環境局

補助制度開始・運営

【経過（～25年度）】 【26年度】

環境局 まちなかソーラー発電所推進事業

◆ 補助金の交付
 同一の住居に対象のシステムを設置した場合に、当該システムの設置
費を補助する。
＜対象機器＞
(1)太陽光発電システム
(2)住宅用エネルギーマネジメントシステム（ＨＥＭＳ）
(3)燃料電池コージェネレーションシステム
(4)定置用リチウムイオン蓄電池又は住宅用給電システム（ＶtoＨ：電
気自動車から住宅への給電）
※補助対象となる組み合わせは、(1)＋(2)、(1)＋(2)＋(3)、
(1)＋(2)＋(4)、(1)＋(2)＋(3)＋(4)の４パターン
◆ 普及拡大のための情報発信
・太陽光発電システム等の普及に向けた相談業務の強化
・補助制度についての説明リーフレットの作成、配布
・イベント出展にて普及啓発活動

事業目的

事業内容

短期臨時職員賃金

燃料電池補助上限：150千円

その他

104,8750

事務用消耗品

1,940 2人（6カ月）

内容・積算等項目

対象機器の複合設置者に対する支援とすることで、一戸の住宅におけるスマート
ハウス化を促進する。

25年度予算

スマートハウス化支援補助金

主な要求内容 （単位：千円）

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

61 関係書類郵送費

100 リーフレット作成

通信運搬費

102,625 補助予定件数：470件

太陽光発電補助上限：150千円

0

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 104,875

蓄電池等補助上限：150千円

HEMS補助上限：50千円

環境都市推進事業

関連事業

事 業 名 スマートハウス化支援事業

149消耗品費

事 業 費

次世代型の住宅であるスマートハウスの創出を支援し、エネルギー利用の効率
化、最適化による低炭素型の住宅の実現や、非常時に備えた電源確保等を図る
ことで、住宅における安全・安心、効率的なエネルギー利用を実現する。

平成26年2月7日変更 


